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宋
・
元
代
以
来
、
中
国
の
烹
飪
（
調
理
）
に
関
す
る
著
作
は
豊
富
だ
が
、
明
代

は
さ
ら
に
多
く
、
大
半
は
劉
基
の
『
多
能
鄙
事
』、
忽
思
慧
の
『
居
家
必
用
事
類
全

集
』、
曾
政
の
『
便
民
図
纂
』
な
ど
の
飲
饌
類
、
張
岱
の
『
陶
庵
夢
憶
』、『
琅
嬛
文

集
』、
何
良
俊
の
『
四
友
齋
叢
説
』、
陳
継
儒
の
『
晩
香
堂
小
品
』、
冒
襄
の
『
影
梅

庵
憶
語
』
な
ど
の
関
連
篇
章
に
散
見
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
書
は
多
種
多
彩

で
、
た
と
え
ば
茶
や
酒
に
関
し
て
は
、
朱
権
の
『
茶
譜
』、
屠
隆
の
『
茶
説
』、
陸
樹

声
の
『
茶
寮
記
』、
夏
樹
芳
の
『
茶
董
』、
許
次
紓
の
『
茶
疏
』、
万
邦
寧
の
『
茗
史
』、

さ
ら
に
馮
時
化
の
『
酒
史
』、
袁
宏
道
の
『
觴
政
』
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、

飲
食
に
つ
い
て
総
合
的
に
書
か
れ
た
も
の
に
は
韓
奕
の
『
易
牙
遺
意
』、
宋
詡
の
『
宋

氏
養
生
部
』、
龍
遵
の
『
飲
食
紳
言
』、
さ
ら
に
『
菽
園
雑
記
』、『
升
庵
外
集
』、『
明

宮
史
』
の
飲
食
部
分
な
ど
が
あ
る
。

『
遵
生
八
牋
』
の
作
者
で
あ
る
高
濂
は
、
字
は
深
甫
、
号
は
瑞
南
道
人
ま
た
は
湖

上
桃
花
漁
で
、
浙
江
省
の
銭
塘
（
現
在
の
杭
州
市
）
の
人
で
あ
る
。
生
没
年
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
明
代
嘉
靖
・
隆
慶
か
ら
万
暦
年
間
に
か
け
て
活
躍
し
た
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
北
京
で
賓
客
の
接
待
や
儀
式
を
執
り
行
う
鴻
臚
官
を
務
め
、
引
退
し
た

後
は
西
湖
（
杭
州
市
）
に
居
を
か
ま
え
た
。
裕
福
な
環
境
に
あ
っ
た
た
め
、
古
今
の

書
籍
を
集
め
、
文
人
と
し
て
琴
・
棋
・
書
・
画
・
詩
・
詞
に
精
通
し
て
い
た
。
文
学

家
、
戯
曲
作
家
と
し
て
の
業
績
も
あ
り
、
楽
府
に
長
け
て
い
た
彼
が
書
い
た
戯
曲

『
玉
簪
記
』
は
、
後
世
『
秋
江
』
な
ど
劇
の
一
段
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
作

品
で
あ
る
。

明
・
万
暦
一
六
年
（
一
五
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
遵
生
八
牋
』
は
、
養
生
と
医

薬
に
関
す
る
高
濂
の
代
表
的
な
著
述
で
あ
り
、
全
一
九
巻
、
四
〇
余
万
字
で
書
か
れ

て
お
り
、
中
国
古
典
医
学
書
の
『
本
草
綱
目
』『
黄
帝
内
経
』『
寿
世
保
元
』
な
ど

と
並
ぶ
名
著
と
さ
れ
て
い
る
。『
遵
生
八
牋
』
は
経
・
史
・
子
・
集
各
部
、
そ
し
て

儒
・
道
・
釈
・
医
な
ど
実
に
多
く
の
古
典
・
書
籍
が
採
録
・
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
「
四
庫
全
書
」
の
『
子
部
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
体
系
性
を
備
え
た
同
書

《
論
　
文
》『

遵
生
八
牋
』（
飲
饌
服
食
牋
）
の
内
容
に
つ
い
て
の
考
察

古　

田　

朱　

美
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は
同
時
代
の
中
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
て
、
江
戸
時
代
の
い
く
つ
か

の
養
生
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
中
で
も
竹
中
通
庵
が
著
し
た
『
古
今
養
性

録
』
一
五
巻
（
一
六
九
二
）
は
、
養
生
関
係
資
料
集
と
も
言
え
る
が
、
居
處
、
衣
服
、

飲
酒
、
飲
茶
な
ど
の
篇
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
『
遵
生
八
牋
』
な
ど
明

代
以
降
の
拡
大
さ
れ
た
養
生
観
の
影
響
を
受
け
て
い
る（

（
（

。
初
版
の
刊
行
以
来
、
歴
代
、

校
訂
の
版
が
重
ね
ら
れ
、
広
く
普
及
し
た
。

（
1
）　

坂
出
祥
伸　
『
道
教
と
養
生
思
想
』
ペ
リ
カ
ン
社　

一
九
九
二
年

高
濂
は
著
書
『
外
科
秘
法
』
の
序
文
で
、
自
分
は
若
く
し
て
学
問
を
治
め
、
医
薬

の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
が
古
今
の
書
籍
を
手
に
入
れ
た
中
で
も
も
っ
と
も
多
い
の

は
医
学
書
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
本
書
の
「
霊
秘
丹
薬
牋
」
の
冒
頭
に
は
、「
自

分
は
幼
少
の
頃
虚
弱
で
、
常
に
耳
目
の
不
調
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
、
医
学
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
こ
と
さ
ら
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
遊
客
を
自
宅
に
招
き
、
求
道
士
や
錬
丹

士
に
教
え
を
乞
い
、
奇
方
秘
薬
を
手
に
い
る
た
め
に
、
財
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
こ

れ
ら
の
す
べ
て
を
こ
こ
に
ま
と
め
挙
げ
た
の
で
あ
る
。」
ま
た
、「
自
ら
の
病
気
の
治

癒
の
た
め
に
、
実
践
も
試
み
た
そ
の
結
果
、
六
四
歳
の
今
、
髪
や
ひ
げ
は
漆
黒
の
如

く
、
歯
も
生
え
変
わ
り
、
気
力
百
倍
、
耳
目
聡
明
で
あ
る
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

高
濂
が
養
生
に
関
心
を
持
つ
に
至
っ
た
動
機
や
経
緯
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。『

遵
生
八
牋
』
の
全
一
九
巻
は
次
の
八
牋
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

1
・
清
修
妙
論
（
経
典
・
医
学
書
・
哲
学
書
・
文
人
伝
記
な
ど
か
ら
道
徳
、
修
身
な

ど
に
関
す
る
箴
言
を
集
め
、
特
に｢

清
心
寡
欲｣

が
養
生
へ
導
く
と
説
い
た
も
の
。）

2
・
四
時
調
摄
（
四
季
の
変
化
に
合
わ
せ
た
養
生
法
を
説
明
し
、
人
間
と
自
然
の
調

和
が
長
寿
を
導
く
と
説
い
た
も
の
。）

3
・
起
居
安
楽
（
快
適
か
つ
良
い
環
境
作
り
の
重
要
性
を
強
調
し
、
住
居
の
配
置
・

方
角
、
造
園
な
ど
に
独
自
の
見
解
を
説
い
た
も
の
。）

4
・
延
年
却
病
（
古
代
の
気
功
導
引
、
按
摩
養
生
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
陳
希
夷

二
十
四
気
座
功
、
休
養
五
臓
按
摩
法
、
治
百
病
坐
効
法
、
八
段
錦
法
、
婆
羅
門
導

印
法
、
太
上
混
元
按
摩
法
、
天
竺
按
摩
法
、
服
気
法
、
胎
息
法
及
び
内
丹
修
煉
法

な
ど
の
中
華
気
功
導
引
、
養
生
修
煉
法
な
ど
を
含
む
。）

5
・
飲
饌
服
食
（
飲
食
物
の
加
工
・
保
存
・
使
用
法
、
薬
品
類
の
製
法
と
そ
の
効
能

を
述
べ
た
も
の
。）

6
・
燕
閑
清
賞
（
青
銅
器
・
玉
器
・
陶
磁
器
・
碑
帖
・
文
房
四
宝
な
ど
の
鑑
賞
、
鑑

定
法
な
ど
を
記
し
た
も
の
。）

7
・
霊
秘
丹
薬
（
長
寿
延
命
の
為
の
丹
薬
製
造
法
を
集
め
た
も
の
。）

8
・
塵
外
遐
挙
（
巣
父
・
許
由
・
顔
回
・
列
子
・
陶
淵
明
・
陶
弘
景
・
陸
羽
な
ど
の

事
蹟
を
集
め
た
も
の
。）

こ
れ
ら
は
、
儒
家
、
道
家
、
釈
家
［
仏
教
］、
医
家
、
気
功
、
芸
術
、
楽
律
、
器

物
、
飲
食
、
修
煉
、
家
屋
造
園
、
人
物
伝
記
、
な
ど
各
方
面
に
及
ん
で
い
な
が

ら
、
全
書
を
通
じ
て
道
教
の
思
惟
思
想
が
強
く
見
ら
れ
る
。「
大
宇
宙
」（m

acro-
cosm

os

）、
つ
ま
り
天
地
万
物
に
対
す
る
観
念
、「
小
宇
宙
」（m

icro-cosm
os

）、
つ

ま
り
人
体
自
身
に
対
す
る
理
解
及
び
適
応
、
ま
た
宇
宙
・
自
然
・
環
境
の
変
化
を
予

測
す
る
一
連
の
術
法
と
対
策
法
を
含
ま
れ
て
い
る
。
人
間
の
内
在
す
る
も
の
と
し
て

は
、
依
存
心
や
満
足
心
は
相
変
わ
ら
ず
伝
統
的
な
術
法
に
対
す
る
信
仰
心
を
引
き
起

こ
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
神
仙
思
想
・
不
老
不
死
は
祈
祷
・
符
呪
、
丹
薬
・
気

功
・
鍛
錬
な
ど
に
よ
り
成
就
す
る
道
教
思
想
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
な
お

「
飲
饌
服
食
牋
」
は
八
牋
の
一
つ
と
し
て
飲
食
の
独
立
し
た
主
要
な
部
分
を
構
成
し

て
い
る
。
本
論
文
は
内
閣
文
庫
版
を
底
本
と
し
、
そ
の
内
容
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。中

国
で
は
、
古
く
は
『
史
記
』（
酈
食
其
伝
）
よ
り
「
王
者
は
民
を
天
ほ
ど
に
大
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事
な
も
の
と
し
、
民
は
食
を
天
ほ
ど
に
大
事
な
も
の
と
す
る
」、「
食
と
色
と
は
性
な

り
」（
食
欲
と
性
欲
と
は
人
間
の
本
性
で
あ
る
）『
孟
子
』（
告
子
章
句
（
上
））
な
ど
、

先
哲
た
ち
が
飲
食
の
道
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。　

ま
た
、
宋
・
蘇
東
坡
（
蘇
軾
）
を
は
じ
め
歴
代
の
文
学
者
や
詩
人
た
ち
は
美
食
美

味
を
詩
歌
に
詠
ず
る
こ
と
で
喜
び
を
伝
え
、
人
口
に
膾
炙
し
た
詩
文
を
数
多
く
残
し

て
い
る
。

蘇
東
坡
は
「
老
翁 
七
十 
自
ら
鎌
を
腰
に
す　

慚
愧
す 

春
山 

筍
蕨
の
甜
き
を
」

（
山
邨
五
絶
）
と
詠
ん
で
老
饕
（
美
食
家
）
を
自
負
し
、
唐
・
杜
甫
は
「
夜
雨
に
春

韭
を
剪
り
、
新
炊
黄
粟
を
間
う
」（
衛
八
処
士
に
贈
る
）
と
詠
む
な
ど
、
多
く
の
食

材
を
詩
歌
に
用
い
て
い
る
。

近
年
で
は
林
語
堂
（
一
八
九
五
―

一
九
七
六
）
が
「
人
々
が
飲
食
問
題
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
り
、
交
換
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
民
族
の
食
の
芸
術
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、
中
国
で
は
食
を
論
じ
る
こ
と
は
古
今

を
問
わ
ず
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
食
習
慣
は
第
2
の
天
性
（
自
然
）
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。
地

理
＝
風
土
的
な
基
底
と
生
理
（
心
理
）
的
な
構
造
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、

容
易
に
は
変
え
ら
れ
な
い
。
有
名
な
美
食
研
究
家
だ
っ
た
ブ
リ
ア
＝
サ
ヴ
ァ
ラ
ン
は
、

『
美
味
礼
讃
』（
一
八
二
五
）
の
な
か
で
こ
う
書
い
て
い
る
。「
ど
ん
な
も
の
を
食
べ

て
い
た
か
を
言
っ
て
み
た
ま
え
。
君
が
ど
ん
な
ひ
と
で
あ
る
か
言
い
あ
て
て
み
せ
よ

う
」つ

ま
り
、
食
は
人
の
本
質
を
な
す
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
こ
う
も
断
言
す
る
。「
人
間
は
そ
の
食
べ

る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
で
も
食
が
個
人
や
民
族
の
本
質
を
形
成
す
る

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
い
か
に
食
と
人
間
形
成
と
か
か
わ
り
が
深
い
か
が
う
か
が
え

よ
う
。

『
遵
生
八
牋
』　
飲
饌
服
食
牋
（
上
巻
）

高
濂
は
（
飲
饌
服
食
牋
）
の
序
文
に
本
牋
を
名
付
け
た
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。

「
飲
食
は
人
が
生
き
る
本も

と

で
あ
る
。
体
の
陰
陽
の
運
用
・
五
行
相
生
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
飲
食
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
飲
食
で
穀
気
が
充
ち
、
穀
気
が
充
ち
れ
ば
血

気
盛
ん
に
な
り
、
血
気
盛
ん
に
な
る
と
筋
力
が
強
く
な
る
。
脾
・
胃
は
五
臓
の
宗も

と

で
、

四
臓
の
気
は
す
べ
て
脾
か
ら
受
け
、
四
季
も
胃
気
を
本も

と

と
な
し
て
い
る
。
飲
食
で
気

を
生
じ
、
生
じ
た
気
は
精
を
益
し
、
生
じ
た
精
は
気
を
養
い
、
気
が
充
ち
足
り
る
と

神
を
生
じ
、
神
が
充
ち
足
り
る
と
身か

ら
だは
完
全
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
相
互
的
に
作
用
し

て
こ
そ
効
果
が
あ
る
。
人
は
日
頃
の
養
生
に
お
い
て
、
つ
と
め
て
淡
薄
を
尚と

う
とぶ
べ
き

で
、
我
を
生
ず
る
も
の
（
飲
食
）
で
、
自
分
を
害
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
五
味
が
五
臓
の
賊
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に

す
れ
ば
養
生
の
道
が
得
ら
れ
る
の
だ
。」
さ
ら
に
「
仙
経
（
道
教
の
経
典
）
服
餌
（
服

食
法
）
で
、
世
人
に
有
益
な
も
の
、
す
で
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
処
方
、
製

法
、
用
法
な
ど
が
あ
き
ら
か
で
、
服
す
る
に
適
し
た
も
の
を
選
ん
で
こ
れ
を
録
し
た
。

以
て
病
を
退
け
、
延
年
の
助
け
と
す
る
。
た
だ
、
人
は
己
の
陰
臓
・
陽
臓
の
差
異
を

知
り
、
そ
れ
に
従
い
寒
あ
る
い
は
温
の
薬
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。
気
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
ち
、
嗜
慾
を
抑
え
た
上
で
薬
餌
を
服
食
す
れ
ば
初
め
て
、
効
を
奏
す
こ
と
が
で

き
る
。
も
し
六
慾
の
ま
ま
に
従
え
ば
、
五
官
（
耳
・
目
・
鼻
・
舌
・
皮
膚
）
は
必
ず

失
調
す
る
。
仙
薬
を
服
用
し
た
と
て
鬼
籍
に
入
る
の
は
免
れ
ず
、
服
し
た
と
こ
ろ
で

何
の
利
点
が
あ
ろ
う
か
。
見
識
あ
る
者
は
当
然
な
が
ら
的
確
に
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
故
に
牋
を
ま
と
め
、
こ
こ
に
飲
飲
饌
服
食
牋
と
名
つ
け
た
次
第
で
あ

る
。」
こ
の
よ
う
に
、
道
教
と
食
思
想
の
関
連
を
述
べ
て
い
る
。

「
飲
饌
服
食
牋
」
の
序
文
に
続
く
序
古
諸
論
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

「
真
人
（
唐
代
の
名
医
、
孫
思
邈
）
が
語
る
に
は
、
脾
臓
は
母
の
如
く
、
他
の
四
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臓
に
滋
養
を
与
え
る
の
で
、
養
生
家
は
こ
れ
を
黄
婆
（
（
（

と
謂
う
。
司
馬
子
微
（
唐
代
の

天
台
山
の
道
士
、
司
馬
承
禎
）
は
、
た
く
わ
え
た
黄
気
（
脾
土
の
気
）
が
泥
丸
（
上

丹
田
）
に
入
る
と
長
生
き
で
き
る
と
教
え
た
。
太
倉
公
（
西
漢
初
の
名
医
、
淳
於

意
）
が
言
う
に
、
穀
を
安
ん
ず
れ
ば
即
ち
期
を
過
ぎ
、
穀
を
安
ん
ぜ
れ
ば
則
ち
期
に

及
ば
ず
、（
飲
食
が
適
正
で
あ
れ
ば
人
は
長
生
き
で
き
る
が
、
飲
食
が
不
適
正
で
あ

る
な
ら
天
命
を
全
う
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う（

（
（

）」。
こ
の
こ
と
か
ら
も
脾
胃
が
丈
夫

で
あ
れ
ば
、
万
病
に
か
か
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
太
乙
真
人
（
伝

説
の
道
教
の
仙
人
）
は
『
七
禁
文
』
の
第
六
で
、
飲
食
が
適
切
で
あ
っ
て
こ
そ
胃
気

を
養
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
彭
鶴
林
（
宋
朝
の
道
教
金
丹
派
南
宗
の

人
物
）
は
「
脾
は
臓
で
、
胃
は
腑
で
あ
り
、
脾
胃
の
二
気
は
互
い
に
表
裏
を
な
し
て

い
る
。
胃
は
水
穀
の
海
で
、
水
穀
を
受
け
る
の
を
つ
か
さ
ど
る
。
脾
は
中
央
に
あ
っ

て
水
穀
を
消
化
し
て
血
気
と
し
、
全
身
を
滋
養
し
、
五
臓
を
灌
漑
す
る
。
故
に
養
生

の
士
は
美よ

き
飲
食
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
美よ

き
飲
食
と
は
山
海
の
珍

味
を
こ
と
ご
と
く
そ
ろ
え
る
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
。」

（
1
）　�

黄
婆
：
脾
内
の
涎
液
。
中
医
五
行
説
で
は
脾
は
土
に
属
し
、
中
央
に
黄
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
脾
土
家
母
親
、
他
の
内
臓
を
滋
養
す
る
の
で
黄
婆
と
い
う
。

（
2
）　�

安
穀
者
過
期
・
不
安
穀
者
不
及
期
：『
史
記
』「
扁
鵲
倉
公
列
傳
第
四
十
五
」

を
参
照
。

「
飲
饌
服
食
牋
」
は
『
遵
生
八
牋
』
全
一
九
巻
の
中
の
、
一
一･

一
二･

一
三
巻
に

あ
た
り
、
序
論
・
序
古
諸
論
の
ほ
か
、
以
下
の
一
六
篇
が
あ
る
。

第
一
編
　
茶
泉
類

茶
泉
類
は
各
地
の
銘
茶
、
茶
の
栽
培
・
加
工
・
保
存
法
、
良
い
水
の
選
び
方
や
湯

の
沸
か
し
方
、
茶
器
の
選
び
方
や
用
い
方
、
茶
葉
に
加
え
る
果
実
・
花
、
薬
効
、
道

具
全
般
と
そ
の
名
称
に
つ
い
て
の
紹
介
で
あ
る
。［
五
五
項
目
］

ま
ず
は
〈
論
茶
品
〉（
茶
の
品
種
を
論
ず
）、〈
採
茶
〉（
茶
摘
み
）、〈
蔵
茶
〉（
茶

の
保
存
）
の
順
で
、
次
の
〈
煎
茶
四
要
〉（
茶
を
立
て
る
た
め
の
四
つ
の
肝
要
）
は
、

①
択
水
（
水
を
選
ぶ
）
② 

洗
茶
（
茶
葉
を
洗
う
）
③
候
湯
（
湯
を
沸
か
す
）
④
択

品
（
茶
器
を
選
ぶ
）
か
ら
成
る
。〈
試
茶
三
要
〉（
茶
を
味
わ
う
た
め
の
三
つ
の
肝

要
）
で
は
、
①
滌
器
（
茶
具
を
洗
う
）
②
鑱
盞
（
茶
碗
を
温
め
る
）
③
択
果
（
珍
果

香
草
を
選
ぶ
）
の
項
目
が
あ
り
、
さ
ら
に
〈
茶
効
〉（
飲
茶
の
効
用
）、〈
茶
具
〉（
茶

器
の
入
れ
物
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

〈
論
茶
品
〉
の
前
半
、
及
び
、
そ
れ
に
続
く
〈
採
茶
〉〈
蔵
茶
〉〈
煎
茶
四
要
〉
か

ら
〈
茶
効
〉
ま
で
の
部
分
は
明
の
『
茶
譜
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
茶
の
品
質
の

序
列
と
産
地
に
つ
い
て
、
高
濂
は
以
下
の
よ
う
に
挙
ら
れ
品
質
順
で
書
か
れ
て
あ
る
。

剣
南
（
四
川
省
か
ら
雲
南
省
に
か
け
て
の
一
帯
）
に
は
蒙
頂
石
花
茶
（
（
（

が
、
湖
州
（
浙

江
省
湖
州
市
）
に
は
顧
渚
紫
筍
茶
（
（
（

が
、
峡
州
（
湖
北
省
宜
昌
市
）
に
は
碧
澗
明
月

茶
（
（
（

が
、
卭
州
（
四
川
省
邛
崃
市
）
に
は
火
井
思
安
茶
（
（
（

が
、
渠
江
（
湖
南
省
新
川
県
）

に
は
薄
片
（
（
（

が
、
巴
東
（
湖
南
省
巴
東
県
一
帯
）
に
は
真
香
茶
（
（
（

が
、
福
州
（
福
建
省
福

州
市
）
に
は
柏
岩
茶
（
（
（

が
、
洪
州
（
江
西
省
南
昌
市
）
に
は
白
露
茶
（
（
（

が
、
常
州
（
江
蘇

省
常
州
市
）
に
は
陽
羨
婺
茶
（
（
（

が
、
婺
州
（
浙
江
省
金
華
市
）
に
は
挙
岩
茶
（
（（
（

が
、
丫
山

（
安
徽
省
蕪
湖
市
南
陵
県
）
に
は
陽
坡
茶
が
、
龍
安
（
四
川
省
安
県
）
に
は
騎
火
茶
が
、

黔
陽
（
貴
州
省
務
川
仡
佬
族
苗
族
自
治
県
一
帯
）
に
は
都
濡
高
株
茶
が
、
瀘
州
（
四

川
省
瀘
州
市
）
に
は
納
溪
梅
嶺
茶
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
茶
の
多
彩
な
銘
柄
を
産

地
ご
と
に
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
地
に
つ
い
て
も
説
明
を
加
え
て
い
る
。

（
1
）　�

頂
石
花
茶
：
唐
代
最
高
の
名
茶
。
蒙
頂
茶
の
一
種
で
貢
茶
の
ひ
と
つ
。
明
代
の
顧

元
慶
の
『
茶
譜
』
に
も
記
載
が
あ
り
、
露
芽
、
谷
芽
と
も
呼
ば
れ
た
。
石
花
茶
は

蒙
頂
石
花
茶
の
こ
と
で
『
唐
国
史
補
』
に
も
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　�

顧
渚
紫
筍
茶
：
唐
代
以
来
生
産
さ
れ
て
い
る
貢
茶
で
、
顧
渚
紫
筍
茶
と
よ
ば
れ
る
。
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紫
筍
に
つ
い
て
は
陸
羽
の
『
茶
経
』
に
「
陽
崖
陰
明
、
紫
者
上
、
緑
者
次;

筍
者
上
、

芽
者
次
」
と
記
載
が
あ
る
。

（
3
）　�
澗
明
月
茶
：
唐
代
貢
茶
の
う
ち
三
番
目
に
列
す
る
。
茶
貢
は
『
華
陽
国
誌
』
に
よ

れ
ば
紀
元
前
一
〇
六
六
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
が
、
制
度
化
さ
れ
た
の
は

唐
代
で
あ
る
。

（
4
）　�

火
井
思
安
茶
：
宋
元
年
の
『
九
域
志
』
に
〝
臨
邛
有
火
井
茶
場
、
生
産
邛
州
貢
茶
、

造
茶
成
餅
、
二
両
重
、
印
龍
鳳
形
於
上
、
飾
以
金
箔
、
每
八
餅
為
一
斤
入
貢
、
俗

称
為
磚
茶
。〟
と
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
明
代
・
顧
元
慶
『
茶
譜
』〝
茶
之
産
於
天

下
多
矣
！
…
…
”“
邛
州
有
火
井
思
安
、
…
…
其
名
皆
著
〟、
清
代
、
嘉
慶
年
に
は

邛
崃
の
年
間
の
茶
葉
生
産
は
二
〇
〇
万
斤
以
上
で
あ
っ
た
。

（
5
）　�

薄
片
：
唐
代
に
は
〝
渠
江
薄
片
〟
と
し
て
有
名
な
貢
茶
で
あ
っ
た
。
毛
文
錫
撰
『
茶

譜
』（
五
代
）
に
は
「
渠
江
薄
片
、
一
斤
八
十
枚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　

真
香
茶
：
別
名
真
香
茶
、
香
山
茶
と
も
い
う
。

（
7
）　

柏
岩
茶
：
唐
代
銘
茶
の
一
つ
で
、
別
名
「
半
岩
茶
」
と
も
い
う
。

（
8
）　�

白
露
茶
：
毛
文
錫
撰
『
茶
譜
』
に
よ
れ
ば
、
鶴
岭
茶
と
と
も
に
洪
州
西
山
産
の
銘
茶
。

（
9
）　

陽
羨
婺
茶
：
常
州
は
か
つ
て
陽
羨
と
呼
ば
れ
た
た
め
、
こ
の
名
が
あ
る
。

（
10
）　�

挙
岩
茶
：
毛
文
錫
撰
『
茶
譜
』
に
は
「
片
片
芳
細
、
所
出
雖
、
味
極
甘
芳
、
煎
如

碧
乳
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
茶
具
十
六
器
〉
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
商
象
（
古
代
の
石
鼎
）　

②
帰
潔
（
即
ち
竹
の
刷
毛
）　

③
分
盈
（
杓
子
）　

④

遞
火
（
砂
銅
製
の
火ひ

の
し斗

）　

⑤
降
紅
（
銅
製
の
火
箸
）　

⑥
執
権
（
茶
の
秤
）　

⑦
団
風

（
普
通
の
竹
製
の
扇
）　

⑧
漉
塵
（
茶
洗
い
）　

⑨
静
沸
（
竹
架
、
す
な
わ
ち
『
茶
経
』

に
書
か
れ
て
い
る
支
腹
に
あ
た
る
）　

⑩
注
春
（
磁
瓦
の
壷
）　

⑪
運
鋒
（
果
実
類
を

切
る
た
め
の
包
丁
）　

⑫
甘
鈍
（
木
製
の
分
厚
い
板
）　

⑬
啜
香
（
磁
瓦
の
碗
）　

⑭
撩

雲
（
竹
製
の
茶
匙
）　

⑮
納
敬
（
竹
製
の
籠
）　

⑯
受
汚
（
ふ
き
ん
）

〈
総
貯
茶
器
七
具
〉
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
苦
節
君
（
煮
茶
を
作
る
台
）　

②
建
城
（
篛
の
葉
で
編
ん
だ
籠
）　

③
雲
屯
（
磁

瓶
）　

④
烏
府
（
炭
を
盛
る
籃
（
か
ご
））　

⑤
水
曹
（
磁
製
の
矼
か
素
焼
き
の
罐
）　

⑥
器
局
（
竹
で
編
ん
だ
四
角
い
箱
）　

⑦
外
有
品
司
（
把
手
の
あ
る
竹
で
編
ん
だ
籃か

ご

）。

〈
茶
具
十
六
器
〉
に
つ
い
て
は
銭
椿
年
（
著
）・
顧
元
慶
（
刪
校
）『
茶
譜
』「
器

局
」
の
説
明
が
ほ
ぼ
同
じ
形
で
見
ら
れ
る
。

第
二
編
　
論
泉
水

論
泉
水
で
は
水
の
性
質
を
五
項
目
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
山
か
ら
湧
き
出
る

「
泉
」
は
蒙
穉
で
、〈
石
流
〉
上
等
な
山
の
水
、〈
清
寒
〉
澄
ん
だ
水
で
、〈
霊
水
〉
霊

と
は
神
の
こ
と
で
あ
る
。
天
が
生
み
出
す
水
は
精
明
で
濁
っ
て
い
な
い
が
故
に
、
天

か
ら
降
っ
て
く
る
水
は
沢
水
で
、
つ
ま
り
は
霊
水
で
あ
る
。〈
井
水
〉（
井
戸
の
水
）

の
清
ら
か
さ
は
陰
か
ら
出
る
が
、
し
か
し
、
他
の
物
質
と
相
通
じ
る
と
や
が
て
は
濁

る
。
故
に
鴻
漸
（
陸
羽
）
は
「
井
水
は
下
等
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
高
濂
に
よ
れ

ば
井
戸
か
ら
水
を
多
く
汲
み
す
ぎ
る
と
、
水
の
気
が
通
じ
て
盛
ん
に
流
れ
る
だ
け
で

あ
っ
て
、
良
質
の
水
と
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
す
べ
て
、
泉
水
は
甘
く
な
け
れ
ば
茶
の
味
を
損
ね
て
し
ま
う
。
故
に
、
古
人
は

水
を
選
ぶ
こ
と
が
最
も
肝
心
な
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
山
水
が
最
上
、
次
が
江
水

（
河か

わ

の
水
）
で
、
井
戸
水
は
最
下
で
あ
る
。
山
水
で
よ
い
と
さ
れ
る
の
は
、
乳
泉
（
（
（

、

漫
（
（
（

、
流
の
順
で
、
滝
や
激
流
の
水
は
久
し
く
飲
む
と
頚
疾
を
患
う
。
江
水
は
人
里
離

れ
た
と
こ
ろ
で
汲
む
。
井
戸
水
は
よ
く
汲
ま
れ
て
い
る
井
戸
が
よ
い（

（
（

。
も
し
蟹
黄
で

（
黄
色
く
よ
ど
み
）
し
ょ
っ
ぱ
く
、
苦
か
っ
た
ら
、
用
い
て
は
い
け
な
い
。
杭
州
の

湖
水
に
つ
い
て
言
え
ば
、
呉
山
の
第
一
泉
、
郭
璞
井
（
（
（

、
虎
跑
泉（

（
（

龍
井
（
（
（

な
ど
は
ど
れ
も

良
い
。」
と
自
分
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

（
1
）　�

乳
泉
：
鍾
乳
石
の
上
を
滴
る
水
。
こ
の
箇
所
は
田
藝
蘅
の
『
煮
泉
小
品
』（
明
代
）
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「
異
泉
」
の
項
、「
乳
泉
、
石
鍾
乳
山
骨
之
膏
髄
也
」
と
同
じ
。

（
2
）　�

漫
：
後
の
『
論
泉
水
』
で
は
「
慢
」
と
な
っ
て
い
る
。
慢
は
ゆ
る
や
か
な
流
れ
で

あ
る
。

（
3
）　�
冒
頭
〜
井
戸
が
よ
い
：
こ
こ
ま
で
の
箇
所
は
『
茶
経
』
を
ふ
ま
え
た
記
述
。「
擇

水
」
と
い
う
言
葉
の
初
出
も
『
茶
経
』
で
あ
る
。
な
お
、
冒
頭
か
ら
蟹
黄
と
い
う

箇
所
ま
で
は
、
銭
椿
年
の
『
茶
譜
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
4
）　�

璞
井
：
郭
婆
井
と
も
い
う
。
晋
の
郭
璞
が
開
い
た
井
戸
な
の
で
郭
璞
井
と
い
う
と

か
、
山
の
ふ
も
と
に
郭
と
い
う
姓
の
老
婆
が
堀
っ
た
井
戸
だ
と
い
う
伝
説
に
ち
な

ん
で
郭
婆
井
と
名
付
け
ら
れ
た
な
ど
諸
説
あ
る

（
5
）　�

虎
跑
泉
：「
天
下
第
三
泉
」
と
呼
ば
れ
る
名
水
。
唐
代
の
仙
人
が2

頭
の
虎
を
使
っ

て
泉
を
掘
ら
せ
た
伝
説
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。

（
6
）　�

龍
井
：
正
式
名
を
龍
泓
泉
、
別
名
を
龍
湫
と
い
い
、
明
代
の
田
汝
成
撰
『
西

湖
遊
覧
誌
』
に
よ
れ
ば
、
龍
井
泉
は
三
国
時
代
・
赤
烏
年
間
（
二
三
八
―

二
五
一
）
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。

第
三
編
　
湯
品
類

「
湯
」
と
は
元
来
の
中
国
医
学
で
は
、
生
薬
な
ど
を
水
で
煎
じ
た
も
の
を
指
す
が
、

こ
こ
で
は
宋
代
以
降
確
立
し
た
茶
類
の
よ
う
に
適
宜
に
飲
め
る
飲
物
、
い
わ
ゆ
る
健

康
飲
料
「
湯
」
の
作
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
古
く
漢
代
の
『
傷
寒
論
』
や
『
金

匱
要
略
』
に
は
湯
液
（
ス
ー
プ
剤
）
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
の
湯
液
剤
の

ベ
ー
ス
は
桂
皮
・
生
姜
・
大
棗
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
。
下
記
の
類
は
そ
れ
か
ら
の

流
れ
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

な
お
、
三
二
項
目
の
中
、
同
時
代
も
し
く
は
先
行
の
食
経
と
重
複
す
る
の
が
見
ら

れ
る
。

『
易
牙
遺
意
』
に
も
記
載
に
あ
る
も
の
：
〈
青
脆
梅
湯
〉、〈
黄
梅
湯
〉、〈
鳳
池
湯
〉、

〈
橘
湯
〉、〈
杏
湯
〉、〈
梅
蘇
湯
〉。

『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
に
記
載
あ
る
も
の
（
材
料
や
作
り
方
が
同
じ
も
の
）
：

〈
茴
香
湯
〉、〈
梅
蘇
湯
〉、〈
天
香
湯
〉。

『
居
家
必
用
事
類
全
集
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
材
料
や
作
り
方
は
若
干
異
な

る
も
の
：
〈
暗
香
湯
〉、〈
須
問
湯
〉、〈
杏
酪
湯
〉、〈
鳳
髄
湯
〉、〈
醍
醐
湯
〉、〈
水
芝

湯
〉、〈
茉
莉
湯
〉、〈
香
橙
湯
〉、〈
橄
欖
湯
〉、〈
荳
蒄
湯
〉、〈
解
醒
湯
〉、〈
木
瓜
湯
〉、

〈
無
塵
湯
〉、〈
緑
雲
湯
〉。

『
飲
膳
正
要
』
に
記
載
あ
る
も
の
：
〈
茴
香
湯
〉。

『
養
小
録
』
に
記
載
あ
る
も
の
：
〈
茉
莉
湯
〉、〈
無
塵
湯
〉、〈
柏
葉
湯
〉、〈
桂
花

湯
〉、〈
三
玅
湯
〉、〈
乾
茘
枝
湯
〉、〈
清
韻
湯
〉、〈
橙
湯
〉、〈
洞
庭
湯
〉、〈
木
瓜
湯
〉、

〈
参
麦
湯
〉、〈
緑
豆
湯
〉。

二
四
―

三
二
の
項
目
は
高
濂
の
独
自
な
も
の
で
食
経
の
う
ち
同
種
の
も
の
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
材
料
を
み
る
と
、

〈
三
玅
湯
〉
地
黄
、
枸
杞
の
実
、
蜜
。〈
乾
茘
枝
湯
白
糖
〉
大
烏
梅
肉
桂
末
、
生
姜
、

甘
草
。〈
清
韻
湯
〉
縮
砂
末
、
石
菖
蒲
、
甘
草
末
。〈
橙
湯
〉
橙
子
、
乾
燥
山
薬
、
甘

草
末
、
白
梅
肉
。〈
洞
庭
湯
〉
生
姜
と
橘
皮
、
甘
草
末
、
白
梅
肉
、
炒
塩
。〈
木
瓜

湯
〉
木
瓜
、
生
姜
末
、
炒い

り

塩じ
お

、
甘か
ん

草ぞ
う

、
紫し

蘇そ

末
。〈
参
麦
湯
〉
人
参
、
門
冬
（
麦
門

冬
）、
五
味
子
。

と
い
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
材
料
と
し
て
作
る
ス
ー
プ
類
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

生
薬
を
素
材
に
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
と
思
わ
れ
る
。

第
四
編
　
熟
水
類

熟
水
と
は
、
も
と
も
と
植
物
や
果
実
を
材
料
と
し
て
、
煎
じ
た
り
泡つ

け
る
な
ど
し

て
作
る
飲
料
で
あ
っ
た
が
、
明
代
に
入
り
材
料
が
複
数
に
増
え
て
薬
剤
も
配
合
す
る

よ
う
な
っ
た
た
め
、
効
用
が
一
層
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
熟
水
は
漢
方

養
生
飲
料
と
し
て
普
及
し
た
。

例
え
ば
、
白
豆
蔻
熟
水
は
も
と
も
と
白
豆
蔻
の
み
で
作
ら
れ
て
い
た
の
が
、
後
に
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甘
草
、
石
菖
蒲
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
、
薬
剤
・
材
料
を
複
数
配
合

す
る
よ
う
に
な
り
、
効
果
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。「
飲
饌
服
食
牋
」
で
は
一
二
項
目

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

丁
香
、
砂
仁
、
沈
香
、
荳
蔲
、
檀
香
、
香
櫞
（
ま
る
ぶ
っ
し
ゅ
か
ん
）、
官
桂
、

白
蜜
、
橘
葉
、
桂
葉
、
紫
蘇
な
ど
を
材
料
と
し
た
作
り
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
五
編
　
粥
糜
類

粥
糜
類
は
肉
や
野
菜
・
芋
・
豆
類
、
ま
た
生
薬
な
ど
を
加
え
て
作
る
様
々
な
粥
と

そ
の
薬
効
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
三
八
項
目
と
タ
イ
ト
ル
に
書
か
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
四
〇
項
目
で
あ
る
。
門
冬
・
芡け

ん
じ
つ実
・
蓮れ
ん

肉に
く 

竹ち
く
よ
う葉
・
蔓

菁
（
蕪か

ぶ菁
）
な
ど
、
植
物
性
の
も
の
を
主
に
材
料
と
し
て
い
る
が
、
羊
腎
・
鹿ろ
く

腎じ
ん

・

猪
腎
の
よ
う
に
動
物
性
の
材
料
を
使
用
し
た
調
理
法
も
記
載
し
て
あ
る
。

（
例
）

〈
門
冬
粥
〉
生
の
麦ば

く
も
ん
ど
う

門
冬
を
洗
っ
て
絞
っ
た
汁
一
盞せ
ん

、
白
米
二
合
、
薏よ
く
い苡
仁に
ん

一
合
、

生
の
地じ

黄お
う

の
絞
り
汁
二
合
、
生
し
ょ
う
き
ょ
う

姜
の
汁
半
盞せ
ん

。
薏よ
く
い苡

仁に
ん

と
白
米
が
煮
え
て
か
ら
上
記

三
種
類
の
絞
り
汁
を
加
え
て
薄
め
〈
羊
肉
粥
〉
爛

や
わ
ら
かく

煮
た
羊
肉
四
両
を
細
か
く
切
っ

た
も
の
と
）、
人に

ん
じ
ん参
末
一
銭
、
白
茯ぶ
く
り
ょ
う苓
末
一
銭
。
大た
い
そ
う棗
二
個
、
細
く
切
っ
た
黄お
う
ぎ芪
五

分
、
粳こ

う
べ
い米

三
合
に
上
等
の
塩
二
入
れ
て
粥
を
煮
る
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
羸る
い

弱じ
ゃ
くを

治
し
、

壮
陽
の
効
果
が
あ
る
。

〈
口
数
粥
〉
一
二
月
二
五
日
の
夜
、
赤あ

ず
き豆
を
用
い
で
粥
に
す
る（

（
（

。
家
族
の
頭
数
で

等
分
に
し
、
出
か
け
て
夜
帰
っ
て
く
る
家
族
の
分
も
残
し
て
お
く
の
が
口
数
粥
の
名

前
の
由
来
で
あ
る
。
こ
の
粥
は
瘟
疫
を
除
き
、
瘴
鬼
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
信

じ
ら
れ
て
い
た
。

（
1
）　�

赤
豆
粥
： 

『
荊
楚
歳
時
記
』
に
も
冬
至
に
赤
豆
粥
で
疫
を
祓
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
現
在
で
も
よ
く
食
さ
れ
て
い
る
。

第
六
編
　
菓
実
粉
麺
類

果
実
、
根
な
ど
か
ら
粉
を
と
る
方
法
と
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
麺
類
・
餅
類
な
ど
へ

の
応
用
方
法
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
七
項
目
の
中
で
麺
食
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
百
合
麺
・
山
薬
撥
魚
・

茱
萸
麪
の
三
項
目
だ
け
で
、
そ
の
他
は
蒺
藜
（
ハ
マ
ビ
シ
）・
百
合
（
ユ
リ
根
）・
鶏

頭
（
芡
実
）・
山
栗
・
茯
苓
・
松
柏
葉
（
マ
ツ
の
葉
）・
栝
蔞
（
栝
楼
）
茱
萸
・
山

薬
・
芋
な
ど
の
果
実
や
根
茎
を
臼
で
搗つ

く
、
水
に
さ
ら
す
な
ど
し
て
粉
に
し
て
い
る
。

肉
類
や
生
薬
は
一
切
使
用
し
て
い
な
の
が
特
徴
と
み
ら
れ
る
。

第
七
編
　
脯
鮓
類
　
第
八
編
　
製
食
有
法
條
例

脯
鮓
類
（［
四
三
項
目
］）
は
干
し
肉
の
加
工
法
や
そ
れ
を
用
い
た
料
理
、
肉
や
魚

介
類
を
使
っ
た
鮓
（
ナ
レ
ズ
シ
）
で
あ
る
。
製
食
有
法
條
例
（［
二
五
項
目
］）
は
さ

ま
ざ
ま
な
加
工
に
お
け
る
コ
ツ
が
書
か
れ
て
い
る
。

鮓
（
ナ
レ
ズ
シ
）
は
宋
の
時
代
か
ら
好
ま
れ
て
い
る
食
べ
物
の
一
つ
で
あ
る
。
同

じ
作
り
方
が
『
事
林
広
記
』
に
も
見
ら
れ
る
。
魚
鮓
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
魚
類

は
鯉
魚
（
コ
イ
）、
青
魚
（
ア
オ
ウ
オ
）、
鱸
魚
（
ア
オ
ウ
オ
）、
鱘
魚
（
ア
ム
ー
ル

チ
ョ
ウ
ザ
メ
）
な
ど
が
あ
り
、
紅
麯
を
主
に
使
用
し
て
い
る
。

魚
貝
類
の
ナ
レ
ズ
シ
と
し
て
は
他
に
鰣
魚
（
ヒ
ラ
コ
ノ
シ
ロ
）・
鮒
（
フ
ナ
）・
蝦

（
エ
ビ
）
蟶
（
マ
テ
ガ
イ
）・
蟹
（
カ
ニ
）
な
ど
も
使
わ
れ
て
い
る
。

魚
類
だ
け
で
な
く
、
豚
や
羊
を
用
い
た
肉
鮓
も
生
で
食
さ
れ
て
お
り
、
四
三
項
目

中
引
用
が
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
考
え
ら
れ
る
の
は
五
項
目
で
あ
る
。『
易
牙
遺
意
』、

『
食
憲
鴻
秘
』、『
養
小
録
』、『
中
饋
録
』
に
同
じ
記
載
が
あ
る
。
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飲
饌
服
食
牋
（
中
巻
）

第
一
編
　
家
蔬
類

家
蔬
類
は
栽
培
も
の
の
野
菜
の
食
べ
方
、
と
く
に
漬
物
な
ど
の
加
工
品
や
保
存
方

法
に
つ
い
て
の
五
五
項
目
で
、「
こ
こ
で
書
か
れ
た
も
の
は
全
て
自
分
が
実
践
し
た

も
の
で
、
書
き
写
し
た
だ
け
で
は
な
い
」
と
高
濂
が
特
に
強
調
し
て
述
べ
て
い
る
。

茄
子
、
黄
瓜
、
菘
菜
（
白
菜
）、
白
蘿
蔔
、
茭
白
、
笋
な
ど
の
野
菜
類
や
香
櫞
、
橘

皮
と
い
っ
た
果
物
類
の
他
、
海
藻
の
石
花
も
含
ま
れ
て
い
る
。

加
工
の
例
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

〈
又
造
芥
辣
法
〉
芥
菜
の
子
を
擂す

り
、
醋す

と
水
を
こ
れ
に
和ま

ぜ
る
。
絹
布
で
汁
気

を
絞
る
。
水み

ず
が
め缸
を
涼
し
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
、
醤
油
と
醋す

を
加
え
て
味
を
整
え
る
。

第
二
編
　
野
蔌
類

野
蔌
類
は
野
草
・
山
菜
類
の
食
べ
方
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
九
一
項
目
あ
る
。

冒
頭
で
「
こ
の
項
目
は
私
（
高
濂
）
が
選
ん
だ
も
の
は
、
王
西
楼
（『
野
菜
譜
』

の
著
者
、
号
は
西
楼
）
の
も
の
と
は
全
く
別
な
も
の
で
あ
る
。
人
々
が
食
べ
ら
れ
る

の
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
、
敢
え
て
こ
こ
に
記
録
し
た
。
王
西
楼
が
選
ん
だ
も
の

で
は
な
く
、
私
が
し
か
る
べ
き
も
の
を
と
り
上
げ
た
。」
と
述
べ
て
は
い
る
も
の
の
、

『
野
菜
博
録
』、『
救
荒
本
草
』、『
野
菜
譜
』
な
ど
に
同
じ
記
載
が
見
ら
れ
る
。

黄
香
萱
、
蘿
蔔
、
芹
菜
、
茉
莉
葉
、
鵝
脚
花
、
梔
子
花
、
金
雀
花
、
蔞
蒿
、
地
踏

葉
、
蓴
菜
、
東
風
薺
、
梔
子
花
、
枸
杞
頭
、
地
踏
葉
、
牛
蒡
子
、
栝
蔞
根
、
甘
菊
花
、

決
明
子
、
蕎
麦
葉
、
竹
茹
、
蒼
耳
菜
、
槐
角
葉
、
百
合
根
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
食
用

花
・
野
草
・
山
菜
類
を
集
め
た
も
の
で
、
多
く
は
な
ま
す
、
漬
物
や
和
え
も
な
ど
の

簡
単
な
調
理
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

第
三
編
　
醞
造
類

醸
造
酒
を
中
心
と
す
る
仕
込
み
か
ら
、
生
薬
を
加
え
た
酒
の
造
り
方
や
薬
効
に
つ

い
て
一
七
項
目
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
に
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
。

黄
精
酒
：
黄
精
四
斤
、
芯
を
と
っ
た
天
門
冬
を
三
斤
、
松
針
六
斤
、
白
朮
四
斤
、

枸
杞
五
斤
、
全
て
生
を
用
い
る
。
釜
に
入
れ
て
、
水
三
石
で
こ
れ
を
一
日
煮
る
。
楂か

す

を
取
り
除
い
た
清
汁
に
麯
を
浸
し
、
あ
と
は
各
々
の
家
の
や
り
方
で
醸
す
。
酒
が
熟

し
た
ら
、
上
澄
み
を
す
く
っ
て
、
随
意
に
こ
れ
を
服
す
。
万
病
を
除
き
、
長
生
き
し
、

鬚ひ
げ

や
髪
が
黒
く
な
り
、
歯
が
生
え
、
効
能
は
は
か
り
し
れ
な
い
。

五
香
焼
酒
：
糯
米
五
斗
、
細
麯
一
五
斤
、
白
焼
酒
（
（
（

を
大
罈
三
つ
、
檀
香
・
木
香
・

乳
香
・
川
芎
・
没
薬
そ
れ
ぞ
れ
一
両
五
錢
、
丁
香
五
錢
、
人
参
四
両
、
そ
れ
ぞ
れ
を

末
に
す
る
。
白
糖
霜
一
五
斤
、
胡
桃
肉
二
〇
〇
個
、
紅
棗
三
升
を
使
い
、
米
で
酒
を

仕
込
む
。

松
花
酒
：
三
月
に
鼠
の
尾
の
よ
う
な
細
い
松
の
花
を
一
升
切
り
取
り
、
絹
の
袋
に

こ
れ
を
入
れ
、
白
酒
（
（
（

が
熟
し
た
ら
酒
の
真
ん
中
に
袋
を
入
れ
井
戸
に
三
日
浸
し
て
取

り
出
す
。

葡
萄
酒
： 

葡
萄
子
の
汁
を
一
斗
と
り
、
麯
四
両
を
よ
く
撹ま

ぜ
て
瓮
に
入
れ
て
口

を
封
じ
る
と
自
然
に
酒
に
な
る
。

唐
代
の
王
翰
の
『
涼
州
詞
』
に
「
葡
萄
美
酒
夜
光
杯
」
と
葡
萄
が
出
て
い
る
。
葡

萄
は
漢
代
・
武
帝
の
頃
、
武
将
の
張
騫
が
西
域
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
い
の
が
定
説
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
約
八
百
年
後
の
唐
（
七
一
二
―

七
一
五
）
時
代
に
は
白
葡
萄
酒
が

飲
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
製
法
は
「
白
酒
（
現
在
白
酒
と
よ
ば
れ
て
い
る
焼
酎

で
は
な
い
）
に
葡
萄
汁
を
加
え
て
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

盛
唐
か
ら
二
百
年
を
経
て
も
ち
米
と
麹
を
合
わ
せ
て
醗
酵
さ
せ
て
「
酒
醸
」
と
よ

ば
れ
る
甘
酒
を
混
ぜ
て
仕
込
ん
だ
葡
萄
酒
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
1
）　�

白
焼
酒
： 
焼
酒
と
い
う
言
葉
の
初
出
は
白
居
易
の
『
荔
枝
楼
対
酒
』
の
詩
（
荔
枝
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新
熟
鶏
冠
色
、
焼
酒
初
開
琥
珀
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
唐
代
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
当

時
は
直
火
入
れ
し
た
醸
造
酒
を
指
し
て
い
た
（
宋
代
は
火
迫
酒
と
呼
ば
れ
た
）。
焼

酒
が
蒸
留
酒
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
元
代
以
降
で
あ
る
。

（
2
）　�

白
酒
は
今
日
蒸
留
酒
を
指
す
が
、
古
代
中
国
で
は
醸
造
酒
の
こ
と
で
、
先
秦
時
代

に
白
酒
と
い
う
名
称
は
す
で
に
一
般
的
な
も
の
だ
っ
た
。『
礼
記
』「
内
則
」
に

「
酒
：
清
、
白
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
酒
は
清
酒
か
白
酒
（
濁

酒
）
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
李
白
の
「
南
陵　

児
童
に
別
れ
て
京
に
入

る
」
の
「
白
酒
新
た
に
熟
し
て
山
中
に
帰
る
」
も
濁
酒
で
あ
る
。
白
酒
が
い
わ
ゆ

る
蒸
留
酒
の
総
称
と
し
て
統
一
さ
れ
た
の
は
建
国
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
の

白
酒
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

第
四
編
　
麹
類

八
種
類
の
麹
の
製
法
（
白
麯
・
内
府
秘
傳
麯　

②
蓮
花
麯　

③
金
莖
茎
露
麯　

④

襄
陵
麯　

⑤
紅
白
酒
薬
（
（
（

　

⑥
東
陽
酒
麯　

⑦
東
陽
酒
麹　

⑧
蓼
麯
）
が
書
か
れ
て
い

る
。

（
1
）　�

東
陽
酒
麯
は
『
居
家
必
用
事
類
全
集
』、『
調
鼎
集
』
に
記
載
が
あ
る
。
東
陽
は
現

在
の
浙
江
省
金
華
市
一
帯
。
古
来
、
東
陽
酒
（
金
華
酒
）
の
産
地
と
し
て
も
名
高

い
。
中
国
で
は
黄
酒
（
醸
造
酒
）
を
作
る
際
に
小
曲
（
小
麹
）
を
用
い
る
が
、
小

さ
な
楕
円
形
の
曲
餅
に
形
成
す
る
際
に
、
数
種
の
薬
剤
を
混
ぜ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
小
曲
は
薬
曲
、
あ
る
い
は
酒
薬
と
も
言
わ
れ
、
長
江
以
南
の
各
地
で
広
く
作
ら

れ
て
き
た
。
用
い
る
薬
材
は
様
々
だ
が
、
そ
の
役
割
は
、
精
成
酒
へ
の
芳
香
の
付

与
、
製
曲
時
の
有
用
菌
の
増
殖
促
進
、
有
害
菌
の
増
殖
を
阻
害
し
て
淘
汰
す
る
作

用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。『
斉
民
要
術
』「
河
東
神
麹
方
」
で
は
野
蓼
が
使

わ
れ
、『
北
山
酒
経
』
で
も
辣
蓼
を
用
い
た
製
法
が
み
ら
れ
る
。

飲
饌
服
食
牋
（
下
巻
）

第
一
編
　
甜
食
類

甜
食
類
は
内
府
（
宮
中
）
秘
方
の
糖
滷
の
作
り
方
を
は
じ
め
、
甘
い
点
心
類
を
中

心
に
、
小
麦
類
の
製
品
の
餅
や
麺
類
、
粽
な
ど
の
作
り
方
を
書
か
れ
て
い
る
。
点
心

類
だ
が
、
こ
こ
で
は
甘
く
な
い
も
の
も
含
む
。）［
五
八
項
目
］。

例
え
ば
、〈
炒
麺
方
〉（
小
麦
粉
の
炒
り
方
）、〈
松
子
餠
方
〉（
松
の
実
ク
ッ
キ
ー

の
作
り
方
）、〈
松
子
海
囉
幹
方
〉（
松
の
実
菓
子
）、〈
芟
什
麻
方
〉（
ゴ
マ
の
飴
堅
め

の
作
り
か
た
）、〈
薄
荷
切
方
〉（
薄
荷
飴
の
作
り
方
）、〈
酥
兒
印
方
〉（
小
麦
と
豆
粉

の
揚
げ
菓
子
の
作
り
方
）
な
ど
あ
る
。

〈
羊
髄
方
〉（
と
ろ
み
付
け
羊
乳
の
作
り
方
）
や
〈
酥
餠
方
〉（
バ
タ
ー
ク
ッ
キ
ー

の
作
り
方
）
の
よ
う
に
羊
乳
や
バ
タ
ー
な
ど
の
材
料
を
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

甘
い
一
般
的
な
点
心
類
の
ほ
か
、〈
五
香
糕
方
〉（
香
辛
料
入
り
米
粉
菓
子
の
作
り

方
）
の
よ
う
に
上
白
糯
米
と
粳
米
を
芡
實
乾
、
人
参
・
白
朮
・
茯
苓
・
砂
仁
な
ど
、

漢
方
の
材
料
を
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、〈
水
滑
麺

法
〉（
水
浸
し
麺
の
作
り
方
）〈
麩
鮓
〉（
麩
の
ナ
レ
ズ
シ
）
や
〈
煎
麩
〉（
煎
り
生
麩
）

な
ど
の
精
進
点
心
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
二
編
　
法
製
薬
品
類

法
製
薬
品
類
は
薬
品
の
製
造
法
：
天
然
薬
の
採
集
か
ら
調
剤
ま
で
の
全
過
程
を
厳

格
な
規
定
の
も
と
に
行
わ
れ
る
製
造
法
、
及
び
薬
品
の
服
用
方
法
、
効
能
な
ど
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
。［
二
五
項
目
］ 

例
え
ば
お
酒
を
飲
ん
だ
後
の
薬
と
し
て
、〈
宿
砂
の
法
製
〉
が
あ
る
。
宿
砂
は
水

穀
（
飲
食
物
の
精
気
）
を
消
化
し
、
脾
胃
を
温
め
る
。
そ
の
製
造
法
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
宿
砂
の
皮
を
取
り
、
朴
硝
水
に
一
晩
浸
し
て
風
乾
さ
せ
、
蔴
油
で
香
り
が
出

て
火
が
通
る
ま
で
焙
乾
し
た
も
の
を
桂
花
、
粉
草
を
碾
い
て
末
に
し
た
も
の
と
よ
く
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ぜ
て
丸
薬
に
す
る
。
酒
食
の
後
、
細し
し
ゃ
く嚼
す
る
。

〈
醉
郷
寶
屑
〉
は
酔
い
醒
ま
し
の
薬
で
、
吐
き
気
や
腹
の
張
る
症
状
を
和
ら
げ
、

痰
を
化と

か

す
。
杏
仁
は
肺
気
咳が
い
そ
う嗽

、
上
気
喘
促
、
腹
脾
不
通
、
心
腹
煩
悶
を
療な
お

す
。
そ

の
製
造
法
は
板
杏
を
灰あ

く水
で
焯ゆ
が

き
、
麸ふ
す
まを
炒
煉れ
ん

蜜み
つ

（
蜂
蜜
を
加
熱
し
、
焦
げ
な
い
よ

う
に
煮
詰
め
て
製
し
た
も
の
。）
甘
草
と
杏
仁
を
よ
く
拌ま

ぜ
る
。
茴
香
、
人
参
と
宿

砂
仁
・
粉
草
・
陳
皮
、
白
豆
蔲
と
木
香
と
拌ま

ぜ
る
。
每
回
七
個
、
食
後
に
こ
れ
を
服

す第
三
編
　
服
食
方
類

服
食
方
類
は
不
老
長
寿
の
薬
の
製
造
法
・
服
用
・
効
能
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

［
五
四
項
目
］

高
子
（
高
濂
）
曰
く
、「
こ
こ
に
収
録
し
た
神
仙
服
食
方
薬
は
、
一
般
的
な
伝
本

と
は
違
う
。
す
べ
て
私
が
数
十
年
道
を
探
究
し
、
精
力
を
注
い
で
根
拠
を
集
め
て
考

証
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
経
験
か
ら
、
あ
る
い
は
老
道
士
の
伝
授
か
ら
得
た
も

の
の
み
を
収
録
し
た
。」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
老
化
を
防
止
し
、
長
生

き
す
る
効
能
が
あ
る
も
の
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
四
編
　
高
子
論
房
中
薬
物
之
害

こ
の
項
目
は
房
事
に
お
け
る
薬
物
使
用
の
害
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
高
濂
は

「
比
覚
の
泥
水
説
が
流
布
し
て
以
来
、
房
中
術
が
横
行
し
は
じ
め
た
。
房
中
術
の
た

め
に
人
々
は
薬
剤
を
使
用
し
、
そ
の
薬
剤
は
身
体
に
言
い
尽
く
せ
な
い
害
を
与
え
た
。

薬
の
名
前
は
種
々
で
あ
る
が
―
た
と
え
ば
桃
源
秘
宝
丹
、
雄
狗
丸
、
閉
精
符
な
ど
、

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
誤
る
と
十
人
中
九
人
は
死
に
至
り
、
命
を
救
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
往
々
に
し
て
腸
が
潰
れ
、
皮
膚
が
裂
け
る
な
ど
奇
禍
慘
疾
に
見
舞
わ
れ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。

道
教
で
は
仙
人
や
不
老
長
寿
に
な
る
方
法
の
一
つ
が
、
こ
の
房
中
術
で
あ
る
。
そ

れ
を
ふ
ま
え
て
高
濂
は
薬
物
使
用
の
害
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
「
飲
饌
服
食
牋
」
の
内
容
の
考
察
と
解
説
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。「
飲

饌
服
食
牋
」
が
、
浦
江
呉
氏
の
『
中
饋
録
』、
劉
基
の
『
多
能
鄙
事
』
な
ど
の
多
く

の
内
容
を
引
用
・
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
や
み
く
も

に
先
人
を
踏
襲
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
実
践
に
基
づ
い
て
収
録
さ
れ
て
お

り
、
飲
食
の
合
理
化
を
提
唱
し
、
自
然
摂
理
に
あ
っ
た
養
生
と
し
て
の
食
を
基
本
と

す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
自
ら
の
実
践
と
社
会
的
考
察
を
結
び
つ
け
て
、
新
た
な
解

釈
を
提
示
し
、
さ
ら
に
道
家
養
生
学
説
を
融
合
し
、「
淡
薄
を
尚
ぶ
」
こ
と
を
提
唱

し
た
。

自
序
で
「
茶
水
を
最
初
に
と
り
あ
げ
、
粥
糜
類
、
蔬
菜
が
こ
の
次
に
続
き
、
脯

饌
・
糕
点
は
た
だ
適
用
の
み
を
取
り
上
げ
、
烹
炙
生
靈
の
珍
味
・
異
味
（
特
殊
な
材

料
）
の
調
理
な
ど
は
収
録
し
て
お
ら
ず
、
宮
廷
の
美
食
の
レ
シ
ピ
は
含
ん
で
い
な

い
。」
と
説
明
し
て
お
り
、
例
外
的
に
、
起
糖
滷
法
の
中
で
「
す
べ
て
甜
食
を
作
る

に
は
、
ま
ず
糖
滷
（
シ
ロ
ッ
プ
）
か
ら
は
じ
ま
る
。
こ
れ
は
内
府
（
宮
中
）
の
秘
方

で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
宮
廷
に
伝
わ
る
も
の
も
照
録
し
て
は
い
る
も

の
の
、
淡
薄
が
養
生
の
み
な
ら
ず
、
平
民
化
し
た
食
品
の
需
求
で
も
あ
り
、「
飲
饌

服
食
牋
」
が
大
衆
の
享
受
す
る
も
の
だ
け
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。後

に
重
要
な
食
典
と
な
る
『
食
憲
鴻
秘
』
や
『
養
小
録
』
な
ど
の
少
な
か
ら
ぬ
項

目
は
、
い
ず
れ
も
「
飲
饌
服
食
牋
」
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
本

が
、
単
な
る
飲
食
理
論
の
食
典
の
解
釈
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
古
代
か
ら
明
代
ま
で

の
飲
食
史
論
の
集
大
成
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
飲
饌
服
食
牋
」
は
、
思
想
・
食
文
化
な
ど
の
分
野
に
ま
た
が
っ
た
視
点
で
書
か

れ
た
重
要
な
文
献
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
語
へ
の
翻
訳
が
敬
遠
さ
れ
た
の
は
そ
の
範

疇
の
広
さ
及
び
難
解
な
書
籍
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
よ
う
。
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な
お
、
全
編
の
翻
訳
本
は
六
月
に
よ
う
や
く
上
梓
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
ひ
と
え
に
恩
師
中
村
璋
八
郎
先
生
の
ご
指
導
と
、
共
著
で
畏
友
の
草
野
美
保
氏

（（
財
）
味
の
素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
）
の
御
蔭
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。


